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横浜市内で発生している火災の約4割が一戸建て住宅や共同住宅などの

「

般住宅から発生
しています。最近では、65歳以上の高齢者の方が亡くなるケースが増えています。火災の原
因で多しヽのが、こんろやストープ、たばこ、腋火などです。火災を防ぐには、日頃から出火
防止をlbがけることが重要です。
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(1)火災件数

金沢区では、昨年44件の火災があり、その内、30件が建物火災でした。また、建

物 火災 の内、住宅 (―戸建て、共同住宅)からの火災が2叫 あり、負傷者も10名
発生しています。

(2)主な出火原因

建物火災の出火状況では、「たばこJ、 「食用油過熱出火」が原因による火災が全体

の37パーセントと多く、住宅 (―戸建て、共同住宅)からの出火原因も同様でした。

※ 建物火災には、工場、作業所等が含まれます。
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※ 2014年 の値に関しては1月 1日 から6月 30日まで
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チェック数が少なかつた方は、もう一度自宅の火災予防対策について見直しましょう。

火災予防に関して不安な方で、希望される方のご自宅に、

消防職員がお伺いします !

1 内容
○ 火災予防相談

火災予防に関してお困りのことがあればお話をうかがいます。

○ 住宅防火診断
台所や0爵房器具など火災発生の危険性が高いものを中心に、使用状況などをチェックします。

○ 出火防止のア ドバイス

診断結果や市内で多くなつている火災についての具体的な予防方法についてア ドバイスします。

※ 消防職員が直接ご自宅にお伺いして実施し、御了解をいただいた上で室内を点検します。

訪間B寺間
平日の 1 0iOO～ 16:〇〇

実施 0寺 FB9は 、 10～ 15分ほどです。

訪間職員

消防Fel員 (制服又は活動服を着用し、職員証を携帯しています。)

4 申込方法
希響者本人が、金沢消防署予防課までお申込みください。

受付場所・ お問い合わせ先
金沢区泥亀2-9-・・・1 金沢消防署予防課
電罰舌・ FAX:045-781-0119
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